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今和 6年度総会・記念講演会・懇親会
今和 6年 7月 27日 (土)松 韻亭 (浜松市)
日照りが続く猛暑の中、今不口6年度総会が開催されました。

今回の記念講演会は池田瓢阿先生をお迎えし「茶の湯の竹芸」と題してご講話いただき

ました。ここでほんの一部ではありますが、お話の内容を紹介させていただきます。

今から 1200年ほど昔、唐の時代の茶博士・陸羽著の『茶経』に既に当時の竹の茶
道具について記述されており、日本には中国から鎌倉時代に竹を素材とした茶道具・工芸品も伝えられました。

竹はおよそ700を超える種類があり、代表的な竹としてマダケ・ハチク・モウソウチクがあります。籠花入。竹花
人・茶杓の歴史と窮品についてスクリーンの映像を交えながらわかりやすく解説していただきました。

名物茶杓銘沼を実際に拝見された時の感動エピソードなど、先生から泉のように浴れ

出す貴重な数々のお話を拝聰できました。

今年も世界中で紛争や自然災害が起こり、日本も能登半島地震など大規模な災害や

事故に見舞われました。このような状況を何とかしのぎつつ、皆様のおかげでこの晴れの

日を無事迎えられたことに感謝いたします。一瞬の思い出を糧に出逢いを大切にしつつ、

これまで綿々と培われてきた日本の伝統文化に誇りを持ち、背筋を仲ばして日々新たに

お茶の学びを深めてまいります。(西澤満美)
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静岡伊勢丹にて、今年も駿府各流大茶会が行われました。

青年部は野点席を担当させていただき、多くのお客様をお迎えしました。私は今回初めて

前日準備から携わらせていただき、「Rられた時間と人数でお道具や机を出し、お花を飾り、

動線確諷など普段のお稽古では出来ない事をさせていただきました。当日だけでなく準

備の段階からもお客様に対してお茶会を楽しんでもら)む追いを感じました。

本番はお逗びお点前ともに緊]長しましたが、先輩方からアドバイスをもらったり、声を掛け合い協力して臨

みました。そして、来ていただいた方から「良い席だった」「おいしいお茶だった」などの感想をいただき、励み

となりました。来年度も機会があれば今回の反省を生かし、より良いものにしていきたいと考えています。

(飯田初患)
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紳菓子作拶で本験
ゴ

舎奉爾6年 10尾 19園 (逸)嶺 園地区コミュニティーセンダー(菊 ,It市 )

(株 )た こ満企画部より講師をお招きし、不口菓子作り体験に 12名 が参加しまし、

2種類の練り切りを作りました。2種類とも材料は練り切り銘と羊羹の 2つです。
この 2つから、見た目も趣も異なる様々な練り切りが作られることに驚き、奥深さを

感じました。練り切り銘の上へ載せる羊羮は事前に一つ一つ型抜きをしてあり、載せ

るだけなのですが、その載せ方一つで景色が変わり、同じものを作ることはできませんでした。

何百個と同じものを作る職人の素晴らしさを感じました。

私は 4歳と7歳の子供を連れて参加しましたが、講師の方が丁寧に教えてくださり、子供と一緒に楽しく作
ることができました。お菓子をいただくときは今回の体験を思い出し、今までと違った見方で楽しめそうです。

(山崎圭望 )

柿惇マナー教室
今和 7年 3月 8日 (上)新 宿京懐石柿俸 (東京都 )

柿偉マナー教室へ 20暑が参カロしました。

春めいてきた日々から一転、寒の戻りで冷え込みの厳しい日となりましたが、皆さん着物で

3Fくりきって新宿までやって参りました。新宿駅から出て直ぐのモダンな外観のビルの 8階
に昇り、足袋を履き替え、白湯を戴きました。

7階へ移動し、露地車履に履き替え、露地を通り、手水鉢の作法からマナー教室が始まりました。
不審庵残月亭写しのお席に入り、講師の先生より、懐石の頂き方から挨拶の仕方まで、細かく所作のご指南

をしていただきました。器を拭き取るために懐紙も.S、んだんに使用し、第一に大切な事は、お相手への配慮と

いう事を学びました。

緊張感もあり、足の痺れにも苦戦しましたが、美味しい料理やお酒を味わう事ができ、楽しく有意義な時間とな

りました。(佐野純子)
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企和三安建コ曜隷コ批学

駿府各流大茶会 野点席

_翠44攣 _

青年部会員の他に
賛助会員が参加可能です

志戸呂焼銘 m々作り体験
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青年都人部について

青年部では人部希望者を募集しております。
し
白
ヒ
様のお

矢口り合いをご紹介ください。対象は 18歳から45歳ま

でです。人部申込書を下記までご請求ください。

人部申込書と会費振込用紙を送付いたします。

〒417-0834富士市西柏原新田 19
佐野 純子方 表千家静岡県青年部

電言舌 0(70-(7108-|(758

◎住所氏名変見届のお願い

住所氏名に変更が生じましたら、上記宛てに葉書で

お宍口らせくださいますようお願いいたします。

なお、同門会員の方は同門会本部と青年部の両方に、

ご連絡ください。

|′
年齢 46歳以上の表千家不審奄人間者は、どなたでも
ご大会いただけます。青年部の行事や講演会などを、

ご案内させていただきます。

賛助会員募集

茶道にまつわるコラム

【お題 :平安時代の色彩】

葵 亭

昨年は、NHK大 河ドラマにより、平安文化が話題
になりました。        .
平安時代は日本独自の染色文化が発展した時代

です。平安貴族は、四季の車花や自然の色から多

くのかさねの組み合わせを生み出しました。平安自

体に生まれた色をかさねる文化は、大きく3種類あ

るといわれています。

・童の色目 (表の色と裏の色の組み合わせ)

・襲の色目

(十二単のように重なる色彩の変化を楽しむ)

・織りによるかさねの色目

(反物を折る過程で、縦色と横糸の色を変えた

玉虫色の色彩 )

今年の駿府各流大茶会の青年部席のお菓子は、

春のかさねをイメージしました。現代の色彩感覚に

も通じる日本独特の文化ですね。

ご大会希望は右のQRコー暗売み取り後、

画面に従ってメールを送信してください。

表千家静岡県青年部

〒420-0831静岡市葵区水落町 ||-6高 山倫夫様方 表千家同門会静岡県支部内

― ― ― ― ― ―
具清水福山 先生

E場 所 〕 静岡市

〔場 所 】 MOA美術館
熱海市

お1関―合せ
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